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自動車は、高度に発展した現代文明にとって欠かせな
い道具であり経済発展の象徴的な存在となっている。 
 

自動車は、人間の力ではない他のエネルギーを使って
移動を可能にする乗り物である。 
 

自動車の普及拡大は、エネルギーの大量使用やそれに
伴う温室効果ガスなどの大量発生を伴う宿命にある。 
 

この宿命を「自動車」、「燃料」、「インフラ技術」でブレー
クスルーする必要がある。 
 

バッテリー化、水素化、クリーンディーゼル化、新燃料
化、ＩＴをベースにしたクルマ社会構想について考える。 



高騰する石油価格 
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キュニョーの砲車は、フランス陸軍砲兵部隊のためにルイ15世

の陸軍大臣であった宰相ショワズールが、キュニョーに製作さ
せた三輪蒸気自動車の試作車で1769年に製作された。 
 

馬の代わりに蒸気機関を使い、大砲の牽引に使えるかどうか
検討するために試作され世界初の自動車。 

クルマは、244年の歴史があり 
日々進化している。 



空気自動車 
圧縮空気を内燃機関の動力とする自動車のこと。走行中に空気以外の排気ガ
スを出さない。タタ・モーターズ（インド）、MDI（フランス）を含む複数の企業で、
試作車の開発が推進されている。 

タタ・モーターズ（インド） 



長所 
 ・車体を軽くできる（少ないエネルギーで車を動かせる）。 
 ・走行時のCO2、NO排出量がゼロ。 
 

 
短所 
 ・現状のタンクでは航続距離が200km程度 
 ・圧縮空気スタンドの普及が必要。 
 ・圧縮空気タンクは高圧ガス装置で定期点検が必要。 
 ・交通事故などで30MPaの圧縮空気が充填された高圧タンクが 
  破裂した場合は爆発する危険がある。 
 ・気温による影響が大きい。 

 ・暖房は別途燃料が必要になるか、空気で発電機を回す必要があ
る。 



国内メーカー 
 
ホンダ 
 コンセプトカー「HONDA Air」を2010年の 

 ロサンゼルスオートショーに出展した 

 
トヨタ 
 2011年9月には、コンプレッサーを手がける 
 豊田自動織機の社員で結成されたクラブが、 
 空気エンジン車としては世界最高となる 
 時速129.15kmを記録した。 



水素自動車 

RX-8水素ロータリー車（2004年5月3日） 

水素をエネルギーとする。既存のガソリンエンジやディーゼルエンジンを改良
して直接燃焼を行うもの。燃料電池車は別項目で扱う。 



1970年代から 

武蔵工業大学（現在の東京都市大学）の古濱庄一教授の下で
市販のレシプロエンジンの改造で研究が始められ、現在まで数
多くの水素燃料エンジン技術の開発の成果をあげてきた。 
 
1990年代から 
マツダとBMWが既存のエンジンを改良する形で水素燃料エン
ジンの開発を進めている。 
 
2006年、 

水素エネルギー開発研究所が水素と水を燃料とするエンジン
（HAWエンジン）を開発し、世界35カ国で特許を取得。 
 
2009年、 
広島市にマツダ・RX-8水素エンジン搭載車が納入される。マツ
ダはフォードと提携している。 



水素の物性に関する問題 

水素と空気の混合気を燃焼させた場合、二酸化炭素や硫黄酸化物は生成され
ないが窒素酸化物が生成される。 
 
安全性 
水素は燃焼時に炎がほとんど見えず、爆発 濃度域が非常に広いという問題があ
る。 
 
熱効率 
水素燃焼エンジン単体の燃焼効率は従来のエンジンと大差無い。 
 
水素燃料タンク 
炭素繊維複合材にアルミ合金ライニング（内張り）を施した35 MPa級の 
高圧タンクが開発され、燃料電池自動車で実用試験に供されている。 
 
低公害車との比較 
エタノール、メタノール、液化天然ガスなどの燃料で低公害車は 普及している。 

アルコール系燃料は技術的ハードルが低く、ブラジルでの普及やモータースポー
ツでの使用などもあり、安全性やインフラなどの技術も確立して いる。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%AB%E5%90%88%E8%A1%86%E5%9B%BD%E3%82%A8%E3%83%8D%E3%83%AB%E3%82%AE%E3%83%BC%E7%9C%81


水素を燃料とし、空気中の酸素との化学反応で発生する電気で動く自動車。 
日本では、トヨタ自動車とホンダが2002年に商用化した。 
普及には 「水素ステーション」などインフラ面での整備が欠かせない。 

燃料電池自動車 

ホンダは、１１月１９日「ロサンゼルスオートショー2013」において、 
「Honda FCEV CONCEPT」を公開する。 
11月20日は、トヨタ自動車は、１１月２０日「東京モーターショー2013」で 
「TOYOTA FCV CONCEPT」を発表する。（日本経済新聞） 

「TOYOTA FCV CONCEPT」  

2015年市販予定 



埼玉県深谷市で11月１０日、マツダ車 が自動ブレーキ試乗会で衝突した

事故で、車は当時、衝突の危険を察知すると自動ブレーキがかかる機能
（ＳＣＢＳ）が作動しない時速３７キロで走行していた ことが捜査関係者ら

への取材でわかった。県警は、事故は車の構造上の問題でなく、運転ミス
によるものとの見方を強めている。 



















ご清聴ありがとうございました。 

 
 

 


